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研究成果の概要（和文）：  
 本研究では、在日バングラデシュ人と在日ネパール人を中心に、韓国（東アジア）とタイ（東

南アジア）のバングラデシュ人とネパール人についても調査した。その結果、日本の各コミュ

ニティーが日本を越えたネットワークを形成していることが判明した。一方、当初想定してい

た南アジア出身者としての両コミュニティーの結びつきは見られなかった。また、タイについ

ては、東アジア（日本と韓国）とは異なったネットワークのあり方が見られた。これは、東南

アジアに位置する（すなわち、国内にイスラム教徒がいる）仏教国という側面が影響している

と思われる。  
 
研究成果の概要（英文）：  
 This project deals with the Bangladeshis and the Nepalis in Japan as well as those in 
South Korea and Thailand with the aim to cover the cross-border network of those peoples 
between South, Southeast and East Asia. It is concluded that both Bangladeshi and Nepali 
communities in Japan have developed their network beyond the national border of the host 
country. Prior to the project it was expected that the networking beyond each ethnic 
communities might be found, but in reality such relations were seldom discovered both in 
Japan and in South Korea. The case of those in Thailand is found to be slightly different 
due to the geographical and religious characteristics of this country.   
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は「バングラデシュの社会経済的格
差と労働移動に関する実証的研究：境界を越
える人々」（文部科学省「世界を対象とした

ニーズ対応型地域研究推進事業」）の一部と
して行った滞日バングラデシュ人調査を踏
まえ、南アジア系の人々のなかでも、インド
人の背景に隠れて見えにくくなっている南
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アジア周縁諸国からの人の移動に注目して
計画された。その際、特にバングラデシュ人
（ムスリム／ベンガリ）と宗教的・民族的に
異なるネパール人（ヒンドゥー、仏教徒／多
民族）を新たに研究対象とした。まだ、移動
先についても、日本への移動を基本としなが
らも、受入国としての日本を相対化するため
に、韓国やタイも考察の対象とした。  
 
２．研究の目的  
 南アジア諸国からの日本への移動を従来
の国別コミュニティー研究にとどまるので
はなく、出身国を越えた南アジア地域出身者
という側面に注目し、南アジア周縁地域出身
者の相互のネットワークの有無を明らかに
すること、また、日本社会で形成されたネッ
トワークの機能を明らかにする。  
 また、受入国である日本国内と送出側との
あいだを結ぶネットワークだけでなく、他の
東アジア、東南アジアとの繋がりの有無も視
野にいれた。  
 
３．研究の方法  
 エスニックマガジンの内容を、使用言語、
編集者や会計担当者など運営に係る人々の
属性、広告や記事の内容などからその意味す
るところを分析。  
 バングラデシュの日本語学校での聞き取
り調査と、そこから明らかになった日本側の
日本語学校の関与について考察。  
 外国人登録関係資料および在日ネパール
人への聞き取り調査をもとに、日本のネパー
ル人コミュニティーの性質について分析。  
 在外ネパール人協会のネパール語資料の
分析。 
 韓国でのバングラデシュ人コミュニティ
ーへの聞き取り調査ならびにアンケート調
査より在韓バングラデシュ人コミュニティ
ーと在日バングラデシュ人コミュニティー
の比較。 
 韓国のネパール料理店での聞き取り調査
より、ネパール−韓国−日本を結ぶ政治活動の
ネットワークの追跡。  
 バンコクのバングラデシュ人コミュニテ
ィーへの聞き取り調査。 
 バンコクのビルマ系ネパール人への聞き
取り調査ならびに参与観察。 
 
４．研究成果 
 本研究で明らかになったのは、南アジアか
ら東アジアへの移動に、ひとつは、日本語学
校が重要な役割を果たしていること、および
もうひとつは、親族を中心に地縁・血縁ネッ
トワークが形成されていることである。ヨー
ロッパ諸国に植民地化されなかったがゆえ
に言語的に孤立している東アジア諸国への
人口移動経路として、語学校の役割の重要性

が判明したと言えよう。これは、ヨーロッパ
に移住した南アジア系住民が宗教別にコミ
ュニティーを作ることが多いことを鑑みる
と、東アジアの特徴として注目に値するであ
ろう。 
 また、ほぼ単一民族に近い在日バングラデ
シュ人社会で流通するエスニック・マガジン
『ポロバシュ』の分析から、在日バングラデ
シュ人の本国志向性などが明らかになると
ともに、すでに滞日期間が長くなり、日本で
次世代を形成しているにもかかわらず、日本
社会（ホスト社会）への関心が低いことも判
明した。おそらくこの事実と関係しているで
あろうことは、『ポロバシュ』が同人誌的性
格を強く帯びていることである。この点は特
に広告内容の分析から導きだされる。 
 在日ネパール人については、1980年代後半
に政府間協定によって多数の労働者が実質
的な単純労働力として入国していたバング
ラデシュ人の場合と異なる様相を示してい
たが、それでも一定数、浜松などに労働者が
集住していたが、日本の入管政策の変化によ
りこれらの労働者は一斉に帰国した。そのた
め、在日ネパール人の階層に変化が見られ、
労働者層ではなくビジネスに携わる者たち
が新たな層を形成して、杉並区、世田谷区な
どに集まるようになっている。すなわち、こ
れらの地区における人口増加が見られるこ
と、また、都内のエスニック料理店における
インド（南アジアの中心）人とネパール（周
縁）人の雇用被雇用関係の変化が観察される。
従来はインド人に雇用される側にあったネ
パール人が自ら雇用主となるケースが増え
ている。 
 このような傾向は、在外のネパール人の政
治活動にも変化をもたらしている。世界中に
広がるネットワーク、在外ネパール人協会の
会長に大阪在住のネパール人が新たに選出
されるなど、グローバルなネパール人ネット
ワークにおける在日ネパール人の占める位
置が大きくなっていることがわかった。 
 韓国では、移民労働者組合においてネパー
ル人とバングラデシュ人が中心的役割を果
たしている。そこには、南アジア出身である
という「近さ」だけでなく、いずれも韓国の
外国人社会のなかで最下位に置かれている
ことが関係していると考えられる。また、韓
国社会では、日本社会で見られるような、現
地の女性との結婚はほとんど見られない点
も、ホスト社会の違いを見るうえで注目でき
る。さらに、在日バングラデシュ人はイスラ
ム教地域から来ている他の外国人などとモ
スクで接触があるが、在韓バングラデシュ人
社会ではキリスト教会が積極的な役割を担
っている。これがホスト社会での宗教のあり
方と関係していることは言うまでもないだ
ろう。 



また、在韓ネパール人は在外ネパール人協会
韓国支部によって組織化されている側面が
強い。拠点はエスニックレストランならびに
食材店で、この点は日本と同様である。 
 日本、韓国と同様、東南アジアではヨーロ
ッパの植民地とならなかったタイにも、南ア
ジア系コミュニティーが存在するが、その内
実はインド系だけでなく、バングラデシュ人
（ムスリム）、ネパール人（ヒンドゥーおよ
び仏教徒）が存在している。ネパール人はそ
の圧倒的多数がビルマ経由でタイに定住す
るに至ったビルマ系ネパール人で、存在形態
が多様であり、在外ネパール人協会と緩やか
に関係をもちつつも、実態が把握されていな
い。タイの南アジア系ムスリムについても、
タイ・ムスリムとは異なり、仏教国における
「マイノリティの中のマイノリティ」として
ほとんど実態が把握されてこなかった。タイ
のビルマ系ネパール人、タイの南アジア系ム
スリムについては、今後取り組むべき課題で
あることが判明した。 
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